
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】体腔内に配置される臓器に対し、患者への侵襲

を低減しつつ幹細胞を生着させる細胞噴射装置を提供す

る。

【解決手段】細胞Ａを分離状態に貯留する細胞貯留部２

と、体腔内まで貫通形成された貫通孔に挿入可能な先端

部６と、該先端部６に細胞貯留部２に貯留されている細

胞Ａを供給する細胞供給部７と、先端部６に加圧された

ガスＧを供給する加圧ガス供給装置８とを備える細胞噴

射装置１を提供する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 細 胞 を 分 離 状 態 に 貯 留 す る 細 胞 貯 留 部 と 、
　 体 腔 内 ま で 貫 通 形 成 さ れ た 貫 通 孔 に 挿 入 可 能 な 先 端 部 と 、
　 該 先 端 部 に 前 記 細 胞 貯 留 部 に 貯 留 さ れ て い る 細 胞 を 供 給 す る 細 胞 供 給 部 と 、
　 前 記 先 端 部 に 加 圧 さ れ た ガ ス を 供 給 す る 加 圧 ガ ス 供 給 装 置 と を 備 え る 細 胞 噴 射 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 先 端 部 が 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 形 成 さ れ た チ ャ ネ ル 内 に 挿 入 可 能 に 設 け ら れ て い る 請
求 項 １ に 記 載 の 細 胞 噴 射 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 先 端 部 に 、 生 体 親 和 性 の 接 着 剤 を 供 給 す る 接 着 剤 供 給 部 が 備 え ら れ て い る 請 求 項 １
ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 細 胞 噴 射 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 先 端 部 に 、 体 腔 内 の 空 気 を 吸 引 す る 吸 引 手 段 が 備 え ら れ て い る 請 求 項 １ か ら 請 求 項
３ の い ず れ か に 記 載 の 細 胞 噴 射 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 細 胞 貯 留 部 が 、 細 胞 を 、 生 体 親 和 性 の 液 体 内 に 浮 遊 さ せ た 状 態 で 貯 留 し て い る 請 求
項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 細 胞 噴 射 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 細 胞 を 分 離 状 態 に 貯 留 す る 細 胞 貯 留 部 と 、
　 体 腔 内 ま で 貫 通 形 成 さ れ た 貫 通 孔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 を 備 え る 内 視 鏡 装 置 と 、
　 該 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 に 設 け ら れ た チ ャ ネ ル の 先 端 に 前 記 細 胞 を 供 給 す る 細 胞 供 給 部 と
、
　 前 記 チ ャ ネ ル 内 に 、 加 圧 さ れ た ガ ス を 供 給 す る 加 圧 ガ ス 供 給 装 置 と を 備 え る 細 胞 噴 射 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 細 胞 供 給 部 が 、 前 記 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 先 端 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と
、 該 取 付 部 と 前 記 細 胞 貯 留 部 と の 間 に 配 置 さ れ る 供 給 管 と を 備 え 、
　 該 供 給 管 の 一 端 は 、 前 記 細 胞 貯 留 部 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 、 前 記 取 付 部 が 挿 入 部 先 端 に 取
り 付 け ら れ た と き に 、 前 記 チ ャ ネ ル の 先 端 開 口 に 一 致 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 請 求 項 ６ に 記
載 の 細 胞 噴 射 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 心 臓 等 の 臓 器 の 表 面 に 細 胞 を 噴 射 す る た め の 細 胞 噴 射 装 置 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 心 筋 梗 塞 や 狭 心 症 の よ う な 心 臓 疾 患 で あ っ て 、 薬 剤 に よ る 内 科 的 な 治 療 に よ っ て
も 症 状 が 改 善 し な い 、 い わ ゆ る 薬 剤 不 応 性 重 症 心 不 全 の 患 者 に 対 し て は 、 骨 髄 等 か ら 採 取
し た 幹 細 胞 を in
vitroで 培 養 し て 増 殖 さ せ た 後 、 培 養 容 器 か ら 剥 離 し て 心 臓 内 に 直 接 注 入 す る 治 療 方 法 が
知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
　 し か し 、 幹 細 胞 は 、 培 養 容 器 か ら 剥 離 す る 際 に 、 酵 素 反 応 に よ っ て 接 着 因 子 を 失 い 組 織
へ の 生 着 が 極 端 に 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 例 え ば 、 瘢 痕 性 角 結 膜 症 等 の 中 度 ま た は 重 度 の 角 膜 疾 患 等 の 治 療 の た め に 培 養 上
皮 細 胞 シ ー ト が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 ま た 、 火 傷 等 の 皮 膚 損 傷
を 治 療 す る た め に 、 火 傷 に よ り 死 滅 し た 表 皮 を 除 去 し 、 除 去 さ れ た 部 分 を マ ス キ ン グ す る
た め に 細 胞 シ ー ト が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。 細 胞 シ ー ト は 、 温 度
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に よ り 疎 水 性 か ら 親 水 性 に 急 激 に 変 化 す る 性 質 を 有 す る 温 度 応 答 性 ポ リ マ ー 加 工 さ れ た 培
養 容 器 内 に お い て 培 養 さ れ る 。 温 度 応 答 性 ポ リ マ ー は 、 例 え ば 、 ３ ７ ℃ で の 培 養 時 に は 、
疎 水 性 を 呈 し て 、 接 着 性 の 細 胞 を 接 着 状 態 に 維 持 し て 成 長 を 促 進 し 、 剥 離 さ せ る と き に は
、 例 え ば 、 ２ ０ ℃ 程 度 に 冷 却 す る こ と に よ り 、 親 水 性 に 変 化 さ せ 、 培 養 容 器 か ら 細 胞 シ ー
ト を 容 易 に 剥 離 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 温 度 応 答 性 ポ リ マ ー を 使 用 す る こ と に よ り 、 従 来 ト リ プ シ ン 等 の タ ン パ ク 質 分 解 酵 素 を
用 い て 剥 離 さ せ て い た 場 合 と 比 較 す る と 、 細 胞 に 与 え る 損 傷 が 少 な く 、 健 全 な 状 態 の 細 胞
シ ー ト を 製 造 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。 そ し て 、 こ の よ う に し て 剥 離 さ れ た 細
胞 シ ー ト は 、 培 養 容 器 の 底 面 に 設 け ら れ た 温 度 応 答 性 ポ リ マ ー の 作 用 に よ り 剥 離 さ れ た も
の で あ る た め 、 細 胞 自 体 の 接 着 性 に 変 化 は な く 、 組 織 へ の 高 い 生 着 性 を 示 す と い う 利 点 が
あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ １ ０ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ １ ０ ３ ４ ９ パ ン フ レ ッ ト
【 非 特 許 文 献 １ 】 財 団 法 人 先 端 医 療 振 興 財 団 、 ” 診 療 の ご 案 内 ” 、 [online]、 平 成 １ ８ 年
１ 月 ５ 日 検 索 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ URL:http://www.ibri-kobe.org/01center/heart/heart1
.htm＞
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 角 膜 疾 患 の 治 療 や 、 火 傷 時 の 皮 膚 の 治 療 等 の よ う に 、 人 体 の 外
部 に 露 出 す る 部 位 の 治 療 に 際 し て は 、 上 記 細 胞 シ ー ト を 広 げ た ま ま で 、 容 易 に 患 部 に 配 置
す る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 心 臓 疾 患 の よ う に 臓 器 の 病 変 を 治 療 す る 場 合 に は 、 細 胞 シ
ー ト を 体 腔 内 に 導 入 す る 必 要 が あ る と い う 不 都 合 が あ る 。 す な わ ち 、 細 胞 シ ー ト を 広 げ た
ま ま 導 入 す る に は 、 広 い 作 業 空 間 を 確 保 す る た め に 、 大 き く 開 胸 あ る い は 開 腹 し て 心 臓 等
の 治 療 し よ う と す る 臓 器 を 露 出 さ せ な け れ ば な ら ず 、 患 者 に 対 す る 侵 襲 性 が 高 く 、 患 者 に
か か る 負 担 が 大 き い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 体 腔 内 に 配 置 さ れ る 臓 器 に 対
し 、 患 者 へ の 侵 襲 を 低 減 し つ つ 細 胞 を 生 着 さ せ る こ と が で き る 細 胞 噴 射 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 手 段 を 提 供 す る 。
　 本 発 明 は 、 細 胞 を 分 離 状 態 に 貯 留 す る 細 胞 貯 留 部 と 、 体 腔 内 ま で 貫 通 形 成 さ れ た 貫 通 孔
に 挿 入 可 能 な 先 端 部 と 、 該 先 端 部 に 前 記 細 胞 貯 留 部 に 貯 留 さ れ て い る 細 胞 を 供 給 す る 細 胞
供 給 部 と 、 前 記 先 端 部 に 加 圧 さ れ た ガ ス を 供 給 す る 加 圧 ガ ス 供 給 装 置 と を 備 え る 細 胞 噴 射
装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 体 表 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 に 先 端 部 を 挿 入 し て 、 体 腔 内 の 臓 器 の 表 面 に
先 端 部 を 近 接 配 置 し 、 細 胞 供 給 部 を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 細 胞 貯 留 部 に 貯 留 さ れ て い る
細 胞 が 先 端 部 に 供 給 さ れ る 。 こ の 状 態 で 加 圧 ガ ス 供 給 装 置 を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 先 端
部 に 供 給 さ れ た 細 胞 が 加 圧 ガ ス に よ り 臓 器 表 面 に 向 け て 噴 射 さ れ る 。 ガ ス と し て は 、 Ｃ Ｏ

２ ガ ス あ る い は Ｎ ２ ガ ス を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 開 胸 あ る い は 開 腹 手 術 を 行 わ な い の で 、 術 後 の 癒 着 等 の 問 題 も な く 、 同 一 の 臓 器
に 対 し て 頻 回 に 細 胞 を 噴 射 す る 治 療 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 発 明 に お い て は 、 前 記 先 端 部 が 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 形 成 さ れ た チ ャ ネ ル 内 に 挿 入 可
能 に 設 け ら れ て い る こ と と し て も よ い 。
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　 こ の よ う に す る こ と で 、 体 表 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 の 挿 入 部 の チ ャ ネ
ル を 介 し て 先 端 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 先 端 部 か ら 細 胞 を 臓 器 表 面 に 向 け て 噴 射 す る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 に よ る 患 部 の 同 定 作 業 と 細 胞 の 噴 射 作 業 と を 連 続 し て 行 う こ
と が 可 能 と な り 、 作 業 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 ま た 、 内 視 鏡 に よ り 患 部 へ の 細 胞 の
吹 き 付 け 状 態 を 観 察 し な が ら 作 業 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 発 明 に お い て は 、 前 記 先 端 部 に 、 生 体 親 和 性 の 接 着 剤 を 供 給 す る 接 着 剤 供 給
部 が 備 え ら れ て い る こ と と し て も よ い 。
　 こ の よ う に す る こ と で 、 接 着 剤 供 給 部 の 作 動 に よ り 、 生 体 親 和 性 の 接 着 剤 を 細 胞 の 噴 射
に 先 立 っ て 、 あ る い は 細 胞 と 同 時 に 噴 射 さ れ 、 細 胞 の 臓 器 表 面 へ の 生 着 を 増 進 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 発 明 に お い て は 、 前 記 先 端 部 に 、 体 腔 内 の 空 気 を 吸 引 す る 吸 引 手 段 が 備 え ら
れ て い る こ と と し て も よ い 。
　 こ の よ う に す る こ と で 、 吸 引 手 段 の 作 動 に よ り 体 腔 内 の 空 気 が 吸 引 さ れ る 。 先 端 部 か ら
細 胞 を 噴 射 す る こ と に よ り 増 加 す る 体 腔 内 の 圧 力 上 昇 を 抑 制 し 、 臓 器 に か か る 負 担 を 低 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 発 明 に お い て は 、 前 記 細 胞 貯 留 部 が 、 細 胞 を 、 生 体 親 和 性 の 液 体 内 に 浮 遊 さ
せ た 状 態 で 貯 留 し て い る こ と と し て も よ い 。
　 こ の よ う に す る こ と で 、 接 着 性 を 有 す る 細 胞 が 生 体 親 和 性 の 液 体 内 に 分 離 さ れ た 状 態 で
浮 遊 さ せ ら れ る の で 、 比 較 的 小 径 の 先 端 部 に も 円 滑 に 細 胞 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 細 胞 を を 分 離 状 態 に 貯 留 す る 細 胞 貯 留 部 と 、 体 腔 内 ま で 貫 通 形 成 さ れ
た 貫 通 孔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 を 備 え る 内 視 鏡 装 置 と 、 該 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 に 設 け ら れ た
チ ャ ネ ル の 先 端 に 前 記 細 胞 を 供 給 す る 細 胞 供 給 部 と 、 前 記 先 端 部 に 加 圧 さ れ た ガ ス を 供 給
す る 加 圧 ガ ス 供 給 装 置 と を 備 え る 細 胞 噴 射 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 貫 通 孔 を 介 し て 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 細 胞 供 給 部 お
よ び 加 圧 ガ ス 供 給 装 置 の 作 動 に よ り 、 細 胞 貯 留 部 に 貯 留 さ れ て い る 細 胞 を 挿 入 部 の 先 端 か
ら 臓 器 表 面 に 噴 射 す る こ と が で き る 。 噴 射 に 先 立 っ て 細 胞 を 吹 き 付 け る べ き 患 部 を 内 視 鏡
装 置 に よ り 同 定 し 、 よ り 確 実 に 患 部 に 噴 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 発 明 に お い て は 、 前 記 細 胞 供 給 部 が 、 前 記 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 先 端 に 着 脱 可 能 に 取
り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、 該 取 付 部 と 前 記 細 胞 貯 留 部 と の 間 に 配 置 さ れ る 供 給 管 と を 備 え 、
該 供 給 管 の 一 端 は 、 前 記 細 胞 貯 留 部 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 、 前 記 取 付 部 が 挿 入 部 先 端 に 取 り
付 け ら れ た と き に 、 前 記 チ ャ ネ ル の 先 端 開 口 に 一 致 す る 位 置 に 配 置 さ れ る こ と と し て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に す る こ と で 、 取 付 部 を 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 先 端 に 取 り 付 け 、 加 圧 ガ ス 供 給 手
段 を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 チ ャ ネ ル 内 に 加 圧 さ れ た ガ ス が 供 給 さ れ 、 チ ャ ネ ル の 先 端 開
口 に 一 致 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 供 給 管 の 一 端 か ら 細 胞 貯 留 部 に 貯 留 さ れ て い る 細 胞 を 加 圧
さ れ た ガ ス の 圧 力 に よ り 臓 器 の 表 面 に 噴 射 す る こ と が で き る 。 取 付 部 を 着 脱 可 能 と す る こ
と に よ り 、 汎 用 的 な 内 視 鏡 装 置 を 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 体 腔 内 に 配 置 さ れ る 臓 器 に 対 し 、 患 者 へ の 侵 襲 を 低 減 し つ つ 細 胞 を 生
着 さ せ る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 細 胞 噴 射 装 置 １ に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照
し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 細 胞 噴 射 装 置 １ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 細 胞 Ａ を 貯 留
す る 細 胞 容 器 （ 細 胞 貯 留 部 ） ２ と 、 内 視 鏡 装 置 ３ の 挿 入 部 ４ に 設 け ら れ た チ ャ ネ ル ５ 内 に
挿 入 可 能 な 外 径 寸 法 を 有 す る ノ ズ ル （ 先 端 部 ） ６ と 、 該 ノ ズ ル ６ 内 に 細 胞 Ａ を 供 給 す る 細
胞 供 給 装 置 （ 細 胞 供 給 部 ） ７ と 、 ノ ズ ル ６ 内 に 加 圧 さ れ た ガ ス Ｇ を 供 給 す る ガ ス 供 給 装 置
８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 細 胞 容 器 ２ に は 、 例 え ば 、 細 胞 と 浸 透 圧 が 同 じ 液 体 、 好 ま し く は 、 生 理 食 塩 水 、 ブ ド ウ
糖 液 、 Ｐ Ｂ Ｓ 、 Ｍ Ｅ Ｍ ま た は Ｔ ｗ ｅ ｅ ｎ － ８ ０ の よ う な 生 体 親 和 性 の 高 い 液 体 Ｂ が 貯 留 さ
れ 、 前 記 細 胞 Ａ が 液 体 Ｂ 内 に 浮 遊 し た 状 態 に 保 持 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 各 細 胞 Ａ は 相
互 に 接 着 す る こ と な く 分 離 状 態 に 維 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 液 体 Ｂ に 界 面 活 性
剤 を 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 細 胞 供 給 装 置 ７ は 、 前 記 細 胞 容 器 ２ お よ び ノ ズ ル ６ に 接 続 さ れ た 供 給 管 ９ を 備 え て
い る 。 供 給 管 ９ は 、 そ の 一 端 が 細 胞 容 器 ２ 内 に 貯 留 さ れ て い る 細 胞 Ａ を 浮 遊 さ せ た 液 体 Ｂ
内 に 浸 漬 さ れ 、 他 端 が 前 記 ノ ズ ル ６ 内 部 の 先 端 部 近 傍 に 開 口 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 加 圧 ガ ス 供 給 装 置 ８ は 、 加 圧 さ れ た Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ を 供 給 す る Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ １ ０
と 、 該 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ １ ０ と 前 記 ノ ズ ル ６ と を 接 続 す る 接 続 配 管 １ １ と 、 該 接 続 配 管 １
１ を 開 閉 す る バ ル ブ １ ２ と を 備 え て い る 。 バ ル ブ １ ２ を 開 状 態 に 切 り 替 え る こ と に よ り 、
Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ １ ０ 内 の 加 圧 さ れ た Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ を 接 続 配 管 １ １ を 介 し て ノ ズ ル ６ 内 に
供 給 し 、 ノ ズ ル ６ の 先 端 開 口 ６ ａ か ら 噴 出 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 そ し て
、 ノ ズ ル ６ 内 に 発 生 す る 高 速 の Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ 流 に よ り 、 ノ ズ ル ６ 内 に 開 口 す る 供 給 管 ９ の
先 端 近 傍 を 負 圧 に し て 供 給 管 ９ 内 の 細 胞 Ａ を 含 む 液 体 Ｂ を 吸 引 、 吐 出 さ せ る こ と が で き る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 内 視 鏡 装 置 ３ に は 、 挿 入 部 ４ の 先 端 か ら 照 明 光 Ｌ を 出 射 す る 照 明 装 置 （ 例 え ば 、
図 示 し な い 光 源 か ら の 光 を 導 く ラ イ ト ガ イ ド ） １ ３ と 、 臓 器 Ｃ 等 に お け る 反 射 光 を 集 光 す
る 対 物 光 学 系 １ ４ ， １ ５ と 、 該 対 物 光 学 系 １ ４ ， １ ５ を 介 し て 集 光 さ れ た 反 射 光 を 撮 像 す
る Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 素 子 １ ６ と が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 ４ の 先 端 に は 、 超 音 波 を 発
生 し 、 臓 器 Ｃ 等 か ら 戻 っ て く る エ コ ー を 検 出 す る こ と で 臓 器 Ｃ 等 の 断 層 映 像 を 取 得 可 能 な
超 音 波 プ ロ ー ブ （ 図 示 略 ） が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 挿 入 部 ４ に は 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 上 述 し た よ う に １ 以 上 の チ ャ ネ ル ５ が 備
え ら れ て い る 。 チ ャ ネ ル ５ は 、 鉗 子 （ 図 示 略 ） 等 を 挿 脱 可 能 で あ る と と も に 、 該 チ ャ ネ ル
５ を 介 し て 前 記 幹 細 胞 噴 射 装 置 １ の ノ ズ ル ６ を 臓 器 Ｃ の 表 面 に 近 接 配 置 さ せ る こ と が で き
る 。 ま た 、 該 チ ャ ネ ル ５ の 後 端 に 接 続 さ れ た 吸 引 ポ ン プ １ ７ に よ り 、 チ ャ ネ ル ５ の 先 端 開
口 ５ ａ か ら 空 気 を 吸 引 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 臓 器 Ｃ 表 面 を 焼 灼 す
る 焼 灼 プ ロ ー ブ （ 図 示 略 ） を 前 記 チ ャ ネ ル ５ を 介 し て 臓 器 Ｃ 表 面 近 傍 に 配 置 す る こ と が で
き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 に 係 る 細 胞 噴 射 装 置 １ の 作 用 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す
る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 細 胞 噴 射 装 置 １ を 用 い て 間 葉 系 幹 細 胞 の 細 胞 Ａ を 臓 器 Ｃ 、 例 え ば 、 心
臓 （ 以 下 、 心 臓 Ｃ と も い う 。 ） の 表 面 に 生 着 さ せ る に は 、 ま ず 、 肋 骨 Ｄ 間 に 配 置 さ れ る 皮
膚 Ｅ に 内 視 鏡 装 置 ３ の 挿 入 部 ４ を 挿 入 可 能 な 貫 通 孔 Ｆ を 形 成 し 、 挿 入 部 ４ の 先 端 を 体 腔 Ｈ
内 に 配 置 す る 。 照 明 装 置 １ ３ を 作 動 さ せ 体 腔 Ｈ 内 の 心 臓 Ｃ を 照 明 し 、 心 臓 Ｃ か ら の 反 射 光
を 対 物 光 学 系 １ ４ ， １ ５ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ に よ り 撮 像 し て 取 得 さ れ た 映 像 を モ ニ タ （ 図 示
略 ） に 表 示 す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 モ ニ タ に 表 示 さ れ た 映 像 を 見 な が ら 、 チ ャ ネ ル ５ を 介 し て 挿 入 さ れ た 鉗 子 を 操
作 し て 、 心 外 膜 Ｊ を 切 断 し 、 挿 入 部 ４ の 先 端 を 心 外 膜 Ｊ 内 の 心 嚢 腔 Ｋ に 挿 入 し て 心 臓 Ｃ 表
面 に 近 接 さ せ る 。
　 こ の 状 態 で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 作 動 さ せ 、 心 臓 Ｃ か ら 戻 る エ コ ー を 検 出 す る こ と で 、 心
臓 Ｃ の 断 層 映 像 を 取 得 し モ ニ タ に 表 示 す る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 超 音 波 断 層 映 像 の 中 で
動 い て い な い 部 分 を 虚 血 部 （ 患 部 ） と し て 同 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に し て 同 定 さ れ た 心 臓 Ｃ の 虚 血 部 に 対 し 、 焼 灼 プ ロ ー ブ を 近 接 配 置 さ
せ て 作 動 さ せ 、 虚 血 部 に 相 当 す る 心 臓 Ｃ の 表 面 を 焼 灼 す る 。 こ れ に よ り 、 心 臓 Ｃ 表 面 を 乾
燥 状 態 と し て 細 胞 Ａ の 接 着 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 状 態 で 、 内 視 鏡 装 置 ３ の 挿 入 部 ４ の チ ャ ネ ル ５ を 介 し て 本 実 施 形 態 に 係 る 幹 細 胞 噴
射 装 置 １ の ノ ズ ル ６ を 心 嚢 腔 Ｋ 内 に 挿 入 し 、 前 記 焼 灼 プ ロ ー ブ に よ っ て 焼 灼 さ れ た 心 臓 Ｃ
表 面 の 虚 血 部 近 傍 に 対 向 配 置 さ せ る 。 そ し て 、 加 圧 ガ ス 供 給 装 置 ８ を 作 動 さ せ 、 バ ル ブ １
２ を 開 状 態 と す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ １ ０ に 封 入 さ れ て い る Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ を 、
接 続 配 管 １ １ を 介 し て ノ ズ ル ６ 内 に 導 き 、 ノ ズ ル ６ の 先 端 開 口 ６ ａ か ら 噴 射 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ の 高 速 気 流 に よ っ て ノ ズ ル ６ 内 が 負 圧 と な る の で 、 供 給 管 ９
を 介 し て 細 胞 容 器 ２ 内 の 細 胞 Ａ が 吸 引 さ れ 、 ノ ズ ル ６ の 先 端 開 口 ６ ａ か ら Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ と
と も に 噴 射 さ れ る 。 細 胞 Ａ は 、 そ の 一 面 に 接 着 性 を 有 し て い る の で 、 ノ ズ ル ６ の 先 端 開 口
６ ａ か ら 噴 射 さ れ 心 臓 Ｃ 表 面 の 虚 血 部 に 吹 き 付 け ら れ る こ と に よ り 接 着 さ せ ら れ 、 高 い 確
率 で そ こ に 生 着 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の と き 、 同 時 に 、 チ ャ ネ ル ５ の 後 端 に 接 続 さ れ た 吸 引 ポ ン プ １ ７ を 作 動 さ せ 、 チ ャ ネ
ル ５ の 先 端 開 口 ５ ａ か ら 空 気 を 吸 引 さ せ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ の 噴 射
に よ り 心 嚢 腔 Ｋ 内 の 圧 力 が 上 昇 す る の を 吸 引 ポ ン プ １ ７ に よ る 吸 引 に よ っ て 抑 制 し 、 心 臓
Ｃ を 始 め 、 体 腔 Ｈ 内 の 他 の 臓 器 に 負 担 が か か る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 吸 引 ポ ン プ １ ７ に よ る 吸 引 を 行 う 代 わ り に 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 チ ャ ネ ル ５
の 手 元 側 開 口 部 に ド レ イ ン チ ュ ー ブ ５ ′ を 接 続 し 、 ド レ イ ン チ ュ ー ブ ５ ′ の 他 端 を 液 層 Ｗ
に 漬 け る ウ ォ ー タ シ ー ル 法 を 用 い て も よ い 。 図 中 、 符 号 ２ ３ は ド レ イ ン タ ン ク で あ る 。 こ
の よ う に す る こ と で 、 心 嚢 腔 Ｋ 内 の 圧 力 が あ る 程 度 上 昇 す る と 、 ド レ イ ン チ ュ ー ブ ５ ′ を
介 し て 空 気 が 流 出 し 、 心 臓 Ｃ を 始 め 、 体 腔 Ｈ 内 の 他 の 臓 器 に 負 担 が か か る の を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 幹 細 胞 噴 射 装 置 １ に よ れ ば 、 内 視 鏡 装 置 ３ の 挿 入 部 ４ を
挿 入 可 能 な 比 較 的 小 さ い 貫 通 孔 Ｆ を 皮 膚 Ｅ に 設 け る だ け で 済 み 、 心 臓 Ｃ 等 の 臓 器 を 体 外 に
露 出 さ せ る よ う な 大 が か り な 開 胸 手 術 や 開 腹 手 術 を 行 う 必 要 が な い の で 、 侵 襲 性 が 低 く 、
局 所 麻 酔 で 行 う こ と が で き 、 患 者 に か か る 負 担 を 大 幅 に 軽 減 す る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 頻 回 に 細 胞 Ａ の 噴 射 を 行 う こ と も 可 能 と な る 。
　 ま た 、 細 胞 Ａ の 噴 射 に 先 立 っ て 、 臓 器 Ｃ の 表 面 を 焼 灼 す る 前 処 理 を 施 す の で 、 細 胞 Ａ の
接 着 性 を さ ら に 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 装 置 ３ の 挿 入 部 ４ に 設 け ら れ た チ ャ ネ ル ５ を 介 し て ノ ズ ル ６ を 挿 入 す る の
で 、 内 視 鏡 装 置 ３ に 備 え ら れ た 種 々 の 機 能 を 同 時 に 利 用 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、
細 胞 Ａ を 吹 き 付 け る 患 部 の 位 置 を 正 確 に 同 定 し 、 患 部 の 状 態 を 確 認 し 、 心 外 膜 Ｊ の 切 開 や
臓 器 Ｃ 表 面 の 焼 灼 等 の 前 処 理 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ノ ズ ル ６ 内 に 供 給 す る 加 圧 さ れ た ガ ス と し て Ｃ Ｏ ２ ガ ス
Ｇ を 採 用 し た が 、 こ れ に 代 え て 、 Ｎ ２ ガ ス 等 の 他 の 任 意 の 無 害 な ガ ス Ｇ を 採 用 す る こ と と
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し て も よ い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ の 高 速 気 流 に よ り 発 生 す る 負 圧
を 利 用 し て エ ゼ ク タ と 同 様 の 原 理 に よ っ て 細 胞 Ａ を 供 給 管 ９ の 先 端 か ら 吸 引 す る こ と と し
た が 、 こ れ に 代 え て 、 供 給 管 ９ に 、 細 胞 Ａ を 送 り 出 す 供 給 ポ ン プ （ 図 示 略 ） を 配 置 す る こ
と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 供 給 校 ９ を Ｙ 字 管 と し て 、 二 股 に 別 れ て い る 側 の ２ 本 の 管 路 を ノ ズ ル ６ の 手 元 側
に 、 別 れ て い な い 側 １ 本 の 管 路 を ノ ズ ル ６ の 先 端 側 に 配 置 す る こ と と し て も よ い （ 図 示 略
） 。 二 股 に 別 れ て い る 側 の 一 方 の 管 路 か ら 、 ま ず 生 理 食 塩 水 を 導 入 し 、 次 に 空 気 層 、 次 い
で 、 細 胞 懸 濁 液 、 空 気 層 、 生 理 食 塩 水 の 順 で 導 入 す る 。 圧 力 を か け て こ れ ら を 先 端 側 に 送
り な が ら 、 他 方 の 管 路 を 手 元 側 で 吸 引 す る 。 管 路 が 合 流 す る 部 分 ま で 細 胞 懸 濁 液 が 進 行 し
た ら 、 吸 引 を 止 め 、 細 胞 懸 濁 液 を ノ ズ ル ６ か ら 噴 射 さ せ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 細 胞
懸 濁 液 が 供 給 管 ９ の 途 中 部 分 に 残 存 す る こ と な く 、 効 率 よ く 細 胞 を 吹 き 付 け る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 前 記 供 給 管 ９ に 並 列 し て 他 の 供 給 管 ９ を 配 置 し 、 硬 化 剤
容 器 １ ８ に 貯 留 さ れ た ト ロ ン ビ ン の よ う な 生 体 適 合 性 の 高 い 硬 化 剤 Ｍ を 細 胞 Ａ お よ び フ ィ
ブ リ ノ ー ゲ ン Ｂ ′ と と も に 、 あ る い は 細 胞 Ａ と フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン Ｂ ′ の 噴 射 に 先 立 っ て 、
臓 器 Ｃ の 表 面 に 吹 き 付 け て お く こ と に し て も よ い 。 図 中 、 符 号 １ ９ は 硬 化 剤 Ｍ を 供 給 す る
供 給 管 ， 符 号 ２ ０ ， ２ １ は そ れ ぞ れ 、 供 給 管 ９ ， １ ９ を 開 閉 す る バ ル ブ で あ る 。 図 中 、 符
号 １ ０ ２ は 細 胞 容 器 で あ る 。 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン Ｂ ′ お よ び ト ロ ン ビ ン の 濃 度 は 、 好 ま し く
は 、 ト ロ ン ビ ン ６ ９ Ｕ ／ ｃ ｃ の と き 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン Ｂ ′ が ２ ｍ ｇ ／ ｃ ｃ 以 上 、 フ ィ ブ
リ ノ ー ゲ ン Ｂ ′ が ５ ｍ ｇ ／ ｃ ｃ の と き ト ロ ン ビ ン ３ ５ Ｕ ／ ｃ ｃ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 内 視 鏡 装 置 ３ の 挿 入 部 ４ に 設 け ら れ た チ ャ ネ ル ５ 内 に ノ
ズ ル ６ を 挿 入 し 、 ノ ズ ル ６ 内 に 加 圧 さ れ た Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ を 供 給 す る こ と で 細 胞 Ａ を 噴 射 す
る こ と と し た が 、 こ れ に 代 え て 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 チ ャ ネ ル ５ 自 体 を ノ ズ ル と し て
利 用 し 、 チ ャ ネ ル ５ 内 に 直 接 Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ を 流 通 さ せ る こ と と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 Ｃ
Ｏ ２ ガ ス ボ ン ベ １ ０ に 接 続 す る 接 続 配 管 １ １ を チ ャ ネ ル ５ に 直 接 接 続 す る こ と と す れ ば よ
い 。 ま た 、 吸 引 ポ ン プ （ 図 示 略 ） に よ る 吸 引 は 他 の チ ャ ネ ル ５ を 使 用 す る こ と と す れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 細 胞 噴 射 装 置 １ に お い て は 、 チ ャ ネ ル ５ 内 を 通 し て 供 給 管 ９ を
挿 入 部 ４ の 先 端 ま で 導 く こ と と し た が 、 こ れ に 代 え て 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 細 胞 供 給
装 置 ７ が 、 内 視 鏡 装 置 ３ の 挿 入 部 ４ 先 端 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る キ ャ ッ プ （ 取 付 部 ）
２ ２ を 備 え 、 前 記 供 給 管 ９ が 、 細 胞 容 器 ２ と キ ャ ッ プ ２ ２ と の 間 に 設 け ら れ て い る こ と と
し て も よ い 。 挿 入 部 ４ 先 端 に キ ャ ッ プ ２ ２ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 供 給 管 ９ の 先 端 が 、
挿 入 部 ４ の チ ャ ネ ル ５ の 先 端 開 口 ５ ａ に 一 致 す る 位 置 に 配 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 チ ャ ネ ル ５ を 介 し て 供 給 さ れ た 加 圧 さ れ た Ｃ Ｏ ２ ガ ス Ｇ に よ り 、 供 給 管 ９
を 介 し て 供 給 さ れ た 細 胞 Ａ を 臓 器 Ｃ の 表 面 に 向 け て 噴 射 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 細 胞 Ａ を 噴 射 し た い 場 合 に は 、 挿 入 部 ４ の 先 端
に キ ャ ッ プ ２ ２ を 固 定 す る だ け で 済 む の で 、 汎 用 の 内 視 鏡 装 置 ３ を そ の ま ま 使 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 内 視 鏡 装 置 ３ と の 組 合 せ に よ り 、 臓 器 Ｃ の 患 部 を 確 認 し
な が ら 細 胞 Ａ を 噴 射 す る 幹 細 胞 噴 射 装 置 １ に つ い て 説 明 し た が 、 内 視 鏡 装 置 ３ を 用 い る こ
と な く 、 ノ ズ ル ６ 自 体 を 直 接 貫 通 孔 Ｆ を 介 し て 体 腔 Ｈ 内 に 挿 入 し 、 細 胞 Ａ を 噴 射 す る こ と
と し て も よ い 。
　 ま た 、 細 胞 Ａ を 製 造 す る 間 葉 系 幹 細 胞 を 月 経 血 や ヒ ト 胎 盤 か ら 採 取 す る こ と と し た が 、
こ れ に 代 え て 、 骨 髄 液 か ら 採 取 し た 間 葉 系 幹 細 胞 を 採 用 し て も よ く 、 そ の 他 の 細 胞 で も よ
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い 。 ま た 、 細 胞 Ａ は 、 シ ー ト 状 で も よ い し 、 重 層 化 し て い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 幹 細 胞 噴 射 装 置 の 全 体 構 成 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 幹 細 胞 噴 射 装 置 を 用 い た 細 胞 シ ー ト 片 の 噴 射 作 業 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 幹 細 胞 噴 射 装 置 の 第 １ の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 幹 細 胞 噴 射 装 置 の 第 ２ の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 幹 細 胞 噴 射 装 置 の 第 ３ の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の 幹 細 胞 噴 射 装 置 の 第 ４ の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ａ 　 細 胞
　 Ｂ 　 液 体
　 Ｃ 　 心 臓 （ 臓 器 ）
　 Ｅ 　 皮 膚
　 Ｆ 　 貫 通 孔
　 Ｇ 　 Ｃ Ｏ ２ ガ ス （ ガ ス ）
　 Ｈ 　 体 腔
　 Ｍ 　 接 着 剤
　 １ 　 幹 細 胞 噴 射 装 置
　 ２ 　 細 胞 容 器 （ 細 胞 貯 留 部 ）
　 ３ 　 内 視 鏡 装 置 （ 内 視 鏡 ）
　 ４ 　 挿 入 部
　 ５ 　 チ ャ ネ ル
　 ５ ａ 　 先 端 開 口
　 ６ 　 ノ ズ ル （ 先 端 部 ）
　 ７ 　 細 胞 供 給 装 置 （ 細 胞 供 給 部 ）
　 ８ 　 加 圧 ガ ス 供 給 装 置
　 ９ 　 供 給 管
　 １ ７ 　 吸 引 ポ ン プ （ 吸 引 手 段 ）
　 １ ８ 　 接 着 剤 容 器 （ 接 着 剤 供 給 部 ）
　 １ ９ 　 供 給 管 （ 接 着 剤 供 給 部 ）
　 ２ ２ 　 キ ャ ッ プ （ 取 付 部 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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